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感動・最高　一宮中学校体育祭
応援合戦や競技に全力で取り組む生徒たち、わずかな準備期間でしたが息ピッタリの演技でした。
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３．複数の避難先の確認や事前準備をしておく

４．気象情報や防災情報を入手する

【問合せ】総務課　☎（42）2112

①複数の避難先、避難経路の確認
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、指定避難所だけで
なく、親戚や友人宅など複数の避難先を事前に決めておき、避難経
路を確認しましょう。

②避難が困難な場合は迂
う

闊
かつ

に外へ出ない
　屋外への避難が困難な場合は自宅に留まり、
２階以上の部屋へ避難しましょう。

③日頃から備えを！
　停電になってもあわてないよう、懐中電灯や電
池式ラジオなどの防災グッズを常備しましょう。

①気象情報などの入手
◆NHKのデータ放送
　チャンネルをNHKに合わせ、dボタンを押すと、気象情報の
ほか、避難指示などの災害時緊急情報が表示されます。

②防災情報などの入手
◆全国避難所ガイド（防災アプリ）
　防災行政無線の放送をプッシュ通知でお知らせします。
　いつでも受け取った内容を確認することができます。

◆防災行政無線
　避難指示などの防災情報を、防災行政無線の屋外スピーカーと戸別受信機から
発信します。
　戸別受信機は停電時にも使えるよう、電源（電池）も用意しておきましょう。
◆一宮町安心・安全メール
　避難指示などの緊急時情報をはじめ、防災・防犯情報をEメールで送信します。
ぜひ、ご登録ください。登録は、「t-ichinomiyamachi@sg-m.jp」へ空メールを
送信してください。
◆千葉県防災ポータルサイト
　避難情報や河川水位情報、雨量情報などの情報を公開しています。

◆Yahoo！防災速報（アプリ）
　避難指示などの緊急情報に加えて、地震・豪雨・津波などの情報を入手するこ
とができます。

◆電話応答サービス
　防災行政無線の聞き逃しを防ぐため、放送内容を電話で確認できるサービスを
行っています。【放送内容確認ダイヤル】0475-40-0550
※�４回線までは重なっても利用できますが、それ以上の場合は通話中となります
ので、改めてお掛け直しください。

災害から身を守るために　　　～風水害編～

千葉県防災ポータルサイト

Yahoo!防災速報

全国避難所ガイド

Yahoo!防災速報

一宮町
安心・安全メール

災害の備え
チェックリスト

押すだけ簡単！
NHKデータ放送
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防災特集記事
６月

１．警戒レベル４（避難指示）で全員避難！

２．災害の恐れがある危険な箇所を知る

　今月から隔月で防災に関する情報を特集して紹介します。
　近年多発する風水害に対して、避難するタイミングや災害時に危険な箇所を知っておくため
のポイントをお知らせします。
　災害は一瞬にして、尊い生命や家屋などの貴重な財産を奪うなど、甚大な被害をもたらしま
す。水害や土砂災害に巻き込まれないために、一人ひとりが身を守れるように備えておきましょ
う。

　危険な場所では、警戒レベル３で高齢者等は
避難、警戒レベル４で全員避難！これを徹底し
てください。
　洪水や土砂災害の発生の恐れがある場合は、
避難すべき方について「洪水浸水想定区域」や
「土砂災害警戒区域」を対象に、防災無線などで
避難情報を発信します。自宅や職場の災害リス
クをあらかじめ確認しておいてください。
（例）洪水浸水想定区域を対象に、
　　　警戒レベル３ 高齢者等避難を発令。

ハザードマップで危険な箇所を知る
　洪水により浸水の恐れがある箇所や土砂災害
警戒区域に指定された箇所は、一宮町洪水・土砂
災害ハザードマップで公開しています。また、今
後、土砂災害警戒区域の指定に向けた調査が予定
される箇所（基礎調査予定箇所）については、ち
ば情報マップで公開しています。お住まいの近く
に危険な箇所がないか確認しましょう。
※�ハザードマップが必要な方は総務課までお越し
ください。

災害から身を守るために　　　～風水害編～

　このハザードマップで浸水や土砂災害の恐れがない箇所（白色）でも想定規模
を超える降雨があった場合などに被害が発生する可能性があります。

注意

警戒
レベル 状況 住民がとるべき行動 行動を促す情報

５ 災害発生
又は切迫 命の危険 直ちに安全確保！ 緊急安全確保※1

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

４ 災害の
おそれ高い 危険な場所から全員避難 避難指示（注）

３ 災害の
おそれあり 危険な場所から高齢者等は避難※2 高齢者等避難

２ 気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

１ 今後気象状況悪化
のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

（気象庁）

【浸水想定区域】
浸水する深さに応じて
色分けしています。

【土砂災害警戒区域】
町内には、47 箇所の土砂災害警戒区域が
あります。内側の赤色の区域内が特に危険
な範囲です

一宮町　洪水・土砂災害
ハザードマップ ちば情報マップ
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真
）は
伝
広
常
屋
敷
跡
の
近
く
に
あ
る
た

め
、
上
総
氏
屋
敷
内
で
広
常
の
謀
殺
が

行
わ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
上
総
氏
屋
敷
内
で
当
主
の
広
常
の

謀
殺
が
成
功
で
き
る
と
は
考
え
づ
ら
く
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
御
所
内
で
広
常
が
謀
殺

さ
れ
た
の
ち
、
広
常
の
屋
敷
を
梶
原
ら
が

攻
撃
し
、
そ
の
の
ち
に
太
刀
を
洗
っ
た
、

と
い
う
構
図
も
考
え
ら
れ
な
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
広
常
の
家

臣
ら
が
討
ち
取
ら
れ
た
と
い
う
記
述
や
伝

承
は
な
い
た
め
、
上
総
氏
屋
敷
に
は
能
常

が
お
り
、
そ
こ
で
能
常
が
討
ち
取
ら
れ
た

も
し
く
は
自
害
し
た
と
い
う
可
能
性
も
推

測
さ
れ
ま
す
。

真
相
は
不
明
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

上
総
氏
は
当
主
と
後
継
者
を
失
い
、
衰
退

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）１
４
１
６

　

今
回
は
、
広
常
が
謀
殺
さ
れ
た
状
況
に

つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。『
愚ぐ

管か
ん

抄し
ょ
う』

（
慈じ

円え
ん（

１
１
５
５
～
１
２
２
５
）作
、
承

久
２
年（
１
２
２
０
）頃
成
立
）、『
鎌
倉

年
代
記
』（
元
弘
元
年（
１
３
３
１
）頃
成

立
）と
い
う
史
料
の
記
述
内
容
を
ま
と
め

る
と
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

寿
永
２
年（
１
１
８
３
）
12
月
22
日
、

広
常
は
梶か

じ

原わ
ら

景か
げ

時と
き（

？
～
１
２
０
０
）と

双す
ご

六ろ
く

を
打
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
梶
原
が
盤

の
上
を
さ
り
げ
な
く
越
え
、
広
常
の
首
を

か
き
切
り
ま
し
た
。
そ
の
首
は
頼
朝
の
前

に
差
し
出
さ
れ
、
広
常
の
子
・
能よ

し

常つ
ね

も
死

亡
し
た
と
さ
れ
ま
す（
討
ち
取
ら
れ
た
の

か
、自
害
し
た
の
か
は
不
明
）。

こ
の
の
ち
広
常
の
縁
戚
は
縁え

ん

坐ざ

と
い
う

形
で
所
領
を
没
収
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
広

常
の
娘
が
嫁
い
で
い
た
小
笠
原
長
清
、
平

時
家
は
縁
坐
を
免
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
謀
殺
は
先
述
し
た
よ
う
に
頼
朝
が

「
穢け

が

れ
」と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、幕
府
の

御
所
内（
大
倉
御
所
か
）で
行
わ
れ
た
と

み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
梶
原
が
広
常
を
殺

し
た
太
刀
を
洗
っ
た
と
さ
れ
る
場
所（
写

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

一宮町長
馬淵 昌也

No.71

私
は
、
町
長
就
任
以
前
は
大
学
教
員
で
、

中
国
の
儒
教
や
仏
教
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
し
た
。昨
年
末
、し
ば
ら
く
ぶ
り
に
儒

教
に
関
す
る
研
究
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

町
長
就
任
以
降
、
就
寝
前
に
少
し
ず
つ
読
み

進
め
て
い
た
本
か
ら
の
情
報
が
一
定
程
度
集

ま
っ
た
の
で
、論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。二
本

執
筆
し
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
今
年
中
に
学

術
専
門
誌
上
に
公
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。

執
筆
作
業
の
中
で
、世
の
中
の
変
化
と
い
う

も
の
を
大
き
く
感
じ
ま
し
た
。そ
れ
は
、ネ
ッ

ト
の
情
報
網
の
発
達
で
す
。以
前
私
が
大
学

に
い
た
頃
は
、大
学
や
研
究
機
関
に
所
属
し
て

い
な
け
れ
ば
、研
究
に
必
要
な
専
門
資
料
を

目
に
す
る
機
会
が
も
て
ま
せ
ん
で
し
た
。関
連

の
諸
資
料
は
大
学
や
研
究
所
の
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、そ
う
し
た
機
関
に
所
属
す
る

人
だ
け
が
利
用
で
き
、そ
う
で
な
い
人
は
全
く

接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
は
違
い
ま
す
。
世
界
中
の

各
国
で
、
歴
史
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
書

や
研
究
論
文
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
の
に
よ
っ
て
は
無

料
で
、
有
料
で
も
比
較
的
安
く
手
に
入
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
デ
ー
タ
で
存
在
す
る

の
で
、
所
蔵
に
場
所
も
取
ら
ず
、
ど
こ
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
大
正
年
間
に
日
本
で
編
纂
さ

れ
た
仏
教
の
大
蔵
経
は
、
全
１
０
０
巻
で
、

以
前
は
大
変
高
価
な
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
今
で
は
誰
で
も
無
料
で
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
読
め
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
現
在
は
、
大
学
や
研
究
所
に
所

属
し
な
く
て
も
、
全
く
の
素
人
で
も
、
本
格

的
に
研
究
の
作
法
さ
え
心
得
れ
ば
、
自
分
の

家
に
い
て
も
、一
級
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
、
私
も
、
全
く
町
か
ら
出
な
い
で
論
文

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
研
究
作
法
は
必
要
で
す
。
学
術

研
究
で
は
、
客
観
性
や
確
実
性
を
備
え
た
う

え
で
し
か
、
議
論
を
立
て
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
現
在
ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
し
て
い
る

よ
う
な
、「
こ
う
だ
っ
た
ら
面
白
い
な
」と
か
、

「
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
な
」的
な
推
定
は
、認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
一
定

の
専
門
性
を
持
っ
た
先
達
か
ら
の
教
導
が
必

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

と
に
か
く
す
ご
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
本
当
に
有

効
な
知
の
あ
り
方
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
各
人
が
自
問
し
な
が
ら
、
こ
の
恵
ま
れ

た
環
境
を
利
用
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
だ

と
、痛
感
し
た
次
第
で
す
。

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
上か

ず

総さ

広ひ
ろ

常つ
ね

の

�
実
像
を
探
る
（
14
）」

▲太
た

刀
ち

洗
あらい

の水
神奈川県鎌倉市。2018年10月
筆者撮影。広常を切った景時が
ここで刀を洗ったという。

⎞
⎠

⎛
⎝
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史



中
央
公
民
館
生
活
研
修
室
で
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
利
用
希
望
団
体
は
必
ず
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

　
　
　
　
　

（
42
）１
４
２
４

　
今
年
の
一
宮
町
納
涼
花
火
大
会
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
来
場
さ
れ
る

方
々
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、中
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

例
年
多
く
の
来
場
が
あ
り
、国
が
求

め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
に
必
要
な

感
染
対
策
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
の

結
論
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
々

に
は
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
一
宮
町
観
光
協
会
事
務
局（
産
業
観
光
課
内
）

　
☎（
42
）１
４
２
７

　

千
葉
県
で
は
、
社
会
全
体
で
青
少
年

の
成
長
を
支
え
、
守
り
育
て
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
青
少
年
相
談
員
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
約
４
，
０
０
０
人
の
青
少

年
相
談
員
が
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
任
期
満
了
の
た
め
、
千
葉
県

知
事
と
一
宮
町
長
か
ら
新
た
に
20
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

《
青
少
年
相
談
員
の
主
な
活
動
》

１
．�

青
少
年
の
体
験
活
動
の
促
進

　
　

�

各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど

の
野
外
活
動
・
文
化
活
動
を
通
し

た
体
験
学
習

２
．
青
少
年
健
全
育
成
の
普
及
啓
発

３
．
社
会
環
境
浄
化
促
進
活
動
事
業

　
　
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

４
．�

青
少
年
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
助

言
・
指
導

５
．�

各
種
青
少
年
団
体
な
ど
と
の
連

携
・
協
力

《
青
少
年
相
談
員
の
活
動
実
績
》

●
主
催
事
業

　
・
タ
ー
ザ
ニ
ア
で
あ
そ
ぼ
う　
ほ
か

●
各
種
団
体
事
業
へ
の
協
力

　
・
子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ
活
動

　
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室　
ほ
か

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

　

今
年
度
に
町
立
小
中
学
校
施
設（
体

育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）の
利
用
を
希
望

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
開
放
と
は
、
学
校
の
運
動

施
設
を
学
校
教
育
に
支
障
が
な
い
範
囲

で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
す
る
事
業

で
す
。
利
用
に
当
た
っ
て
は
事
前
に
登

録
や
許
可
が
必
要
で
す
。

◆�

登
録
資
格　
成
人
を
含
む
１０
人
以
上

の
団
体（
町
内
在
住
・
在
勤
者
）

◆�

申
込
期
限

　
７
月
６
日（
水
）午
後
５
時

◆�
申
込
方
法

　

団
体
名
、
利
用
を
希
望
す
る
学
校
施

設
・
曜
日
・
時
間
帯
を
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
説
明
会　

　

７
月
13
日（
水
）
午
後
７
時
か
ら
、

納
涼
花
火
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

町
の
学
校
施
設
を
開
放
し
ま
す

第
㉑
期
青
少
年
相
談
員
の

ご
紹
介

担当地区 氏名
1区・2区 関　 祐 一 郎
3区・4区 渡 辺　 義 人
5区・6区 田口　由理子

7区の 1・7区の 2 齋 藤　 文 彦
8区の 1・8区の 2 丸島　ひとみ
9区の 1・9区の 2 笹 川　　 剛

10区 金 澤　　 卓
11区・12区 牧 野　　 智
13区・14区 渡 邉　 久 展
15区 齊 藤　 良 斉
船頭給 小 林　 康 成
新地 伊 藤　 通 康

16区・海岸 佐竹　まゆみ
新浜 藤 井　 幸 恵
宮原 髙 橋　 克 佳

綱田・釣・枇杷畑 川 﨑　 広 樹
大村・権現前 小 安　 正 敏

原・稲荷塚・矢畑 小 関　 義 則
新熊・岩切 今 井　　 徹

17区の 1・17区の 2 古 山　 美 穂

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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令和４年度 介護保険料の　　納付が始まります

Ｑ５　なぜ年金から保険料を差引くのですか？
保険料を納める方法は介護保険法の規定があり、年金からの差し引き（特別徴収）が第一順位になってい
ます。これは高齢の方が金融機関などで納付する手間を省き、収納関係経費を抑え、確実な収納を行うため
に法律で決められています。
そのため、年金から差し引きできる場合には自動的に特別徴収になります。（手続きは必要ありません。）
また、ご希望があっても納付書で納める普通徴収に変えることはできません。

Ｑ６　私は年金から引かれていません。なぜですか？
保険料は年金からの差し引き（特別徴収）が基本ですが、次のような場合には特別徴収になりません。
納付書を郵送しますのでお支払いください。なお、支払い忘れのない口座振替のご利用をお勧めします。
（１）65歳になり、基礎年金などを受給しはじめてから約半年未満の方
（２）一宮町へ転入されて間もない方
（３）年金の現況届が必要な方で、提出が遅れた方
（４）年金を担保に借入れをしている方
（５）年金の受給額が年間で 18万円未満の方
（６）老齢基礎年金を繰り下げているため、年金を受給していない方

Ｑ７　【納付書でのお支払】口座振替の申込み方法は？
申込み用紙は、福祉健康課または町内の指定金融機関の窓口にあります。
申込み方法は、「預金通帳」「通帳届出印」をお持ちになり、お取引のある金融機関の窓口で「口座振替依頼書」
にご記入のうえ、お申し込みください。口座振替開始は、申込月の翌月以降になります。

Ｑ８　滞納するとどうなるのですか？
保険料は、すべての被保険者で負担するものです。特別な事情がないのに保険料の滞納が続く場合は、サー
ビス利用時の費用の全額負担や介護サービスが受けられなくなります。介護が必要になったときに困らない
ためにも月々の保険料を滞納しないようにしましょう。

●保険料を納める方は
一宮町に住民票のある 65歳以上の方（住所地特例の方を含む）に納めていただきます。また、年度の途
中での転入や 65歳到達の方は、月割（当該事由の前日の属する月の分から）で保険料を納めていただきます。
●介護保険料の算定方法
基準額（60,000 円）は、一宮町の介護サービス給付に必要な費用から算定したものです。一人ひとりの
年間介護保険料は、収入や所得、世帯状況によって決められた割合を基準額に乗じたものです。
●令和３～５年度介護保険料
所得段階 対象になる方 基準額 調整率 所得段階別の保険料

第1段階
●生活保護受給者の方
●老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町民税非課税の方
●世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と
　合計所得金額の合計が 80万円以下の方

60,000円
（年　額）

× 0.3 18,000 円／年

第２段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が 80万円超 120万円以下の方 × 0.5 30,000 円／年

第３段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が 120万円超の方 × 0.7 42,000 円／年

第４段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で、前年の
課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方 × 0.9 54,000 円／年

第５段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で、前年の
課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円超の方 × 1.0 60,000 円／年

第６段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 120万円未満の方 × 1.2 72,000 円／年

第７段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 120万円以上 210万円未
満の方 × 1.3 78,000 円／年

第８段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 210万円以上 320万円未
満の方 × 1.5 90,000 円／年

第９段階 本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 320万円以上の方 × 1.7 102,000 円／年

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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教えて！！介護保険料

令和４年度 介護保険料の　　納付が始まります

Ｑ１　なぜ保険料を負担するのですか？
介護保険制度は、老後における最大の不安である介護の問題を国民の皆で支える制度です。高齢者自身に
も現役世代にも負担し合ってもらい、必要な介護サービスを提供しようとするものです。
国・県・町も財政負担していますが、約 23％が高齢者の保険料でまかなうことになっています。

Ｑ２　自分は元気だから介護保険は必要ないと思うのですが？
健康に自信のある方でも、病気やけがなどで急に筋肉が衰えてお身体の自由が利かなくなることがありま
す。また、高齢になると階段でつまづき骨折したり、認知症を発症したりすることもあります。自立した生
活が出来なくなり支援が必要になったとき、みんなで支えあうために介護保険はあります。

Ｑ３　65歳からすぐ保険料を払うのですか？
健康保険に加入している 40歳から 64歳までの方は、加入している医療保険料と合わせて介護保険料を支
払っています。
65歳になった月からは、医療保険料とは別に支払うことになります。

Ｑ４　65歳になりましたが、すぐに年金から徴収されますか？
年金から介護保険料を差引くことを「特別徴収」と呼んでいます。特別徴収をするためには半年から 1年
程の準備期間が必要です。
準備が整いましたら、特別徴収開始通知書または介護保険料決定通知書において、お知らせします。それ
までの間は、お送りした納付書または口座振替によりお支払いください。

※「合計所得金額」とは収入から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります。）を控除した
金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除（所得から差し引かれる金額）をする前の金額です。

※老齢福祉年金は、明治 44年 4月 1日以前に生まれた方が対象です。

●あなたの介護保険料は
あなたは生活保護を受給していますか？

あなたは町民税が課税されていますか？

あなたの前年の合計所得金額は？

世帯の誰かに町民税が課税されている人がいますか？

前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下でしたか？

前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 120万円以下でしたか？

前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下でしたか？

老齢福祉年金を受給していますか？

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

120万円未満

120万円以上 210万円未満

210万円以上 320万円未満

320万円以上

いいえ

いいえ

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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◆
後
期
高
齢
者
医
療
窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し

�　
10
月
１
日
か
ら
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

が
、現
行
の「
１
割
」ま
た
は「
３
割
」に
、

新
た
に「
２
割
」が
追
加
さ
れ
ま
す
。

◆�

今
年
度
は
被
保
険
者
全
員
に
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
を
２
回
送
付

・
１
回
目　
７
月
下
旬

　
（
８
月
１
日
～
９
月
３０
日
ま
で
使
用
）

・
２
回
目　
９
月
下
旬

　
（�

10
月
１
日
～
令
和
５
年
７
月
31
日
ま

で
使
用
）

※�

１
回
目
の
送
付
時
に
、
窓
口
負
担
が
２

割
に
な
る
方
の
判
定
が
で
き
な
い
た

め
、２
回
送
付
し
ま
す
。

※�

２
割
負
担
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
、
広
報
９
月
号
お
よ
び
２
回
目
の
保

険
証
送
付
時
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
、

『
簡
易
書
留
』で
郵
送
し
ま
す
。郵
便
配

達
員
が
直
接
手
渡
し
す
る
た
め
、
不
在

の
場
合
は
、
受
け
取
り
方
な
ど
を「
不

在
連
絡
票
」で
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書

�　
普
通
徴
収
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
納

入
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
、
特
別
徴
収
保

険
料
額
決
定
通
知
書
は
７
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

◆�

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証

�　
申
請
に
よ
り
、
３
割
負
担
の
保
険
証
を

お
持
ち
の
方
に
は「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

が
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
、医
療
機
関
に
提
示
す
る
と

自
己
負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

※�

７
月
末
日
ま
で
有
効
の
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
で
８
月
以
降
も
該
当
す
る
方

は
、
保
険
証
と
一
緒
に
認
定
証
を
送
付

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】住
民
課　
☎(

42)

１
４
２
３

　
８
月
１
日
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
７
月
下
旬
に「
簡
易
書
留
」で

郵
送
し
ま
す
。
郵
便
配
達
員
が
直
接
手
渡

し
す
る
た
め
、
不
在
の
場
合
は
、
受
け
取

り
方
な
ど
を「
不
在
連
絡
票
」で
確
認
し
、

忘
れ
ず
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
証
と
一
緒
に
、「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」を
同
封
し

ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
の
意
思
を
手
軽
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ー
ル
で
す
の
で
、
保
険
証
や
薬
の

手
帳
な
ど
に
貼
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

◆
保
険
証
の
確
認
を
！

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
、保

険
証
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、住
民
課
で

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
と
き
な
ど
も

『
14
日
以
内
』に
国
民
健
康
保
険
へ
の
加

入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
る

と
保
険
税
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◆
限
度
額
適
用
認
定
証
を
申
請
に
よ
り
交
付

　
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
と
き
や
入

院
す
る
と
き
に
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を

提
示
す
る
と
、
ひ
と
月
あ
た
り
の
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
支
払
い(

保
険
適
用
分)

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
引
き
続
き
必
要
な
方
も
８
月
１
日

以
降
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

限
度
額
適
用
認
定
証
は
保
険
税
の
未
納

が
あ
る
世
帯
に
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】住
民
課　
☎(

42)

１
４
２
３

　
防
災
訓
練
を
、
10
月
２
日
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次

第
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎(

42)

２
１
１
２

令和４年１０月１日から

区分 自己負担割合

現役並み所得者 ３割

一定以上所得のある方 ２割

一般所得者等 １割

令和４年９月３０日まで

区分 自己負担割合

現役並み所得者 ３割

一般所得者等 １割

［
国
民
健
康
保
険
］

新
し
い
保
険
証
を
送
付

防
災
訓
練
実
施
日
の
お
知
ら
せ

［
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
］

新
し
い
保
険
証
と
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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◆
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
と
は

　

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
）に
入
所
も
し
く
は
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
用
を
さ
れ
る
場
合
、市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

に
つ
い
て
は
、町
へ
申
請
し
、介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
居
住

費
・
食
費
の
自
己
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

◆
認
定
条
件

◆
申
請
手
続

　

現
在
、介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
は
更
新
の
お

知
ら
せ
と
申
請
書
を
⑦
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
新
た
に
申
請
を
す
る
方
は
福
祉
健
康

課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

　
１
．申
請
書

　
２
．�金
融
機
関
等
照
会
に
対
し
て
の
同

意
書

　
３
．預
貯
金
や
有
価
証
券
な
ど
の
写
し

　
　
（
名
義
と
口
座
残
高
記
載
ペ
ー
ジ
）

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎(

42)

１
４
３
１

　
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
と
、
納
め

忘
れ
が
な
く
、
金
融
機
関
な
ど
へ
お
出
か

け
い
た
だ
か
な
く
て
も
納
税
が
で
き
大
変

便
利
で
す
。

◆
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税

�　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、軽
自
動
車
税

◆
申
込
手
続

�　

口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、「
町
税
の
納
付
書
」「
預
金
通
帳
」

「
通
帳
届
出
印
」を
お
持
ち
に
な
っ
て
直

接
金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
ご
利
用
い
た
だ
け
る
金
融
機
関

　
①
千
葉
銀
行

　
②
長
生
農
業
協
同
組
合

　
③
房
総
信
用
組
合

　
④
中
央
労
働
金
庫

　
⑤
京
葉
銀
行

　
⑥
千
葉
興
業
銀
行

　
⑦
み
ず
ほ
銀
行

　
⑧
り
そ
な
銀
行

　
⑨
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※�

①
か
ら
⑧
の
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、

町
指
定
の
口
座
振
替
依
頼
書（
役
場
税

務
課
に
あ
り
ま
す
）で
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
⑨
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ

い
て
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
備
え
付
け
用

紙（
自
動
払
込
利
用
申
込
書
）で
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
備
考

欄
に
は
、『
税
目（
納
税
す
る
税
目
）』

と『
支
払
い
方
法（
一
括
か
期
別
）』を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

金
融
機
関
申
し
込
み
後
、
手
続
き
ま
で

１
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】税
務
課　
☎(

42)

２
１
１
４

８
月
か
ら
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
更
新
申
請
開
始

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

利用者
負担段階 所得の状況 預貯金など資産の状況

１
生活保護受給者の方など 単身：1,000 万円以下

夫婦：2,000 万円以下世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

老齢福祉年金受給者の方

２ 前年の合計所得金額+年金
収入額が 80万円以下の方

単身：　650万円以下
夫婦：1,650 万円以下

３－①
前年の合計所得金額+年金
収入額が 80万円超 120万
円以下の方

単身：　550万円以下
夫婦：1,550 万円以下

３－② 前年の合計所得金額+年金
収入額が 120万円超の方

単身：　500万円以下
夫婦：1,500 万円以下

７

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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２
０
２
２
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
お
い
て
、
上
総

広
常（
？
～
１
１
８
３
）は
華
々
し
く

登
場
し
、
主
人
公
で
あ
る
北
条
義
時

（
１
１
６
３
～
１
２
２
４
）の
師
匠
的

な
立
場
で
描
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
広

常
の
死
は
、
ド
ラ
マ
の
前
半
の
集
大
成

と
し
て
、強
い
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
ド
ラ
マ
で
の
広

常
の
登
場
シ
ー
ン
と
史
実
を
比
較
し
な

が
ら
、広
常
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

◆
と
き　
７
月
23
日（
土
）

　

�

午
後
１
時
30
分
～（
３
時
終
了
予
定
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室

◆
講
師　
江
澤
一
樹

�

（
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

◆
定
員　
先
着
50
人

　
※�

ご
来
場
の
際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
入
場
無
料
、申
込
不
要

◆
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

◆
と
こ
ろ　

�

い
す
み
市
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
（
い
す
み
市
弥
正
93
︱
１
）

�

☎
０
４
７
０（
86
）３
７
０
８

◆
入
館
料　
無
料

◆
町
貸
出
資
料

　

�一
宮
藩
の
海
防
関
係
資
料

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

　

上
総
神
楽
保
存
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

年
７
回
、
玉
前
神
社
境
内
の
神
楽
殿

で
、
春
祭
り
や
秋
の
上
総
十
二
社
祭
り

な
ど
に
合
わ
せ
て
上
演
し
ま
す
。

　
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
　
10
代
か
ら
30
代
の
男
性

★
上
総
神
楽
と
は
？

　

�　

玉
前
神
社
神
楽
と
も
。
宝
永
７
年

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎(

42)

１
４
１
６

　

現
在
い
す
み
市
で
開
催
中
の
企
画
展

に
、町
教
育
委
員
会
所
蔵
の
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ

　
「
大
筒
と
陣
羽
織
―
資
料
で
見
る
東
上

総
の
海
防
と
小
金
原
鹿
狩
―
」

◆
概
要

　
い
す
み
地
域
周
辺
に
伝
来
し
た
史
料

の
中
か
ら
、幕
末
嘉
永
期（
１
８
４
８
～

５
４
）前
後
の
異
国
船
渡
来
、海
防
、開

国
お
よ
び
小
金
原
鹿
狩
に
関
係
す
る
文

書
や
絵
図
な
ど
を
集
め
、
最
近
の
調
査

で
新
た
に
見
つ
か
っ
た
も
の
も
ま
じ
え

て
展
示
し
ま
す
。

◆
と
き　
７
月
31
日（
日
）ま
で

◆
開
館
時
間

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
１
７
１
０
）に
玉
前
神
社
境
内
に

神
楽
殿
が
造
営
さ
れ
、
神
楽
を
奉
納

し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
土
師
流
の
神
楽
を
伝
授
し

た
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
は
保
存
会
に

よ
っ
て
16
種
目
が
演
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

�����������【
問
合
せ
】

　
上
総
神
楽
保
存
会
会
長
・
森
田

　
　
　
　
　
☎（
42
）３
１
０
９

　
教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

第
３
回
一
宮
町
文
化
財
講
座

上
総
広
常
の
実
像
を
探
る

～「
ド
ラ
マ
」と「
史
実
」の
境ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン

界
線
～

い
す
み
市
郷
土
資
料
館
企
画
展

�

町
所
蔵
資
料
が
展
示

神
楽
師
の
継
承
者
を
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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・�

家
畜
、
犬
、
ね
こ
な
ど
を
飼
っ
て
い

る
方
は
安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
戸

外
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

自
動
車
に
薬
液
が
付
着
し
た
場
合
は
、

早
め
に
水
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
一
宮
町
植
物
防
疫
協
会

　
（
産
業
観
光
課
内
）

　
☎（
42
）１
４
２
８

　
九
十
九
里
浜
全
域
に
は
、漁
業
権
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
十
九
里
漁
業
協
同
組
合
で
は
、対
象
の

チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ（
ハ
マ
グ
リ
・
ゼ
ン

ナ
）・
ダ
ン
ベ
イ
キ
サ
ゴ（
ナ
ガ
ラ
ミ
）・
コ

タ
マ
ガ
イ（
ヒ
ラ
ガ
イ
・
テ
ブ
ツ
）を
将
来

に
わ
た
っ
て
利
用
す
る
た
め
、貝
の
放
流
な

ど
を
行
い
資
源
の
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
一
般
の
方
が
こ
れ
ら
の
貝
を
採
る
こ
と

は
、漁
業
権
の
侵
害
に
な
り
、法
令
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
九
十
九
里
漁
業
協
同
組
合

　
☎
０
４
７
５（
76
）６
１
７
１

　
産
業
観
光
課　
☎（
42
）１
４
２
８

　

水
稲
を
病
害
虫
か
ら
守
る
た
め
、
ラ

ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
散

布
を
行
い
ま
す
。

　

農
薬
は
、
環
境
に
充
分
配
慮
し
た
、

人
畜
に
対
し
安
全
性
の
高
い
も
の
を

使
用
し
、
安
全
使
用
基
準
に
従
っ
て
散

布
し
ま
す
が
、
危
害
防
止
に
万
全
を
期

す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
注

意
・
予
防
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
薬
の
飛
散
防
止
や
効
果
的

な
防
除
の
た
め
、
早
朝
か
ら
実
施
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
と
き　
７
月
26
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
４
時
頃
～
11
時
頃

※�

天
候
に
よ
り
順
延
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
散
布
区
域

　
綱
田
区
か
ら
16
区
間
の
水
田

◆
散
布
中
の
注
意
点

・�

外
出
を
ひ
か
え
、
万
一
、
体
に
農
薬

が
付
着
し
た
場
合
は
、
石
け
ん
水
で

洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

洗
た
く
物
は
家
の
中
に
取
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

・�

井
戸
は
、
ビ
ニ
ー
ル
で
ふ
た
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
ト
マ

ト
栽
培
に
つ
い
て
、栽
培
施
設（
ハ
ウ
ス
）

に
媒
介
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
防
虫
ネ
ッ
ト

の
購
入
費
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、農
業
を
営
む
方

・�

防
虫
ネ
ッ
ト
を
目
合
い
０・４
ミ
リ
以

下
に
変
更
す
る
方

◆
補
助
内
容

　
目
合
い
０・４
ミ
リ
以
下
の
防
虫
ネ
ッ

ト
の
購
入
費
を
補
助

※
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
に
設
置

◆
補
助
金
額

　

防
虫
ネ
ッ
ト
の
購
入
に
要
す
る
経
費

（
税
抜
）の
合
計
額
の
１
／
２
以
内
の
額

で
、１
件
あ
た
り
５
万
円
を
上
限

◆
申
請
方
法

　

あ
ら
か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。
産

業
観
光
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※�
申
請
書
な
ど
は
、
産
業
観
光
課
窓
口

で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間　
12
月
末
日
ま
で

【
問
合
せ
】

　
産
業
観
光
課　
☎（
42
）１
４
２
８

　

県
内
で
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
夏
休

み
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
暑
さ
な
ど
に
よ

り
道
路
利
用
者
の
集
中
力
が
低
下
す
る

な
ど
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

◆
期
間

　
７
月
１０
日（
日
）
～
１９
日（
火
）

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

�『
自
転
車
も　

ル
ー
ル
を
守
る　

ド

ラ
イ
バ
ー
』

◆
運
動
の
重
点
目
標

・�

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・�

飲
酒
運
転
や
速
度
超
過
な
ど
悪
質
危

険
な
運
転
の
根
絶

・�

子
ど
も
や
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保

・�

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎（
42
）１
４
１
５

ハ
マ
グ
リ
・
ナ
ガ
ラ
ミ
を

�
採
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
防
除
対
策

�

支
援
事
業
補
助
金

夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

水
稲
病
害
虫
防
除
を
実
施

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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町
で
は
７
月
６
日
～
８
日
に
40
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

す
。次
の
方
に
は
通
知
を
送
り
ま
す
。

①
過
去
３
年
間
で
受
診
歴
の
あ
る
方

②�

今
年
度
す
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

る
方

③
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
の
方

　

①
～
③
に
該
当
せ
ず
、
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
福
祉
健
康
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

こ
の
検
診
は
、
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
だ

後
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。
そ

◆
主
催　
千
葉
県
行
政
書
士
会　
長
夷
支
部

◆
と
き　
６
月
19
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

◆
相
談
内
容

　

相
続
手
続
き
・
遺
言
書
作
成
、
農
地

法
・
宅
地
開
発
手
続
き
、
成
年
後
見
制
度

（
法
定
後
見
、
任
意
後
見
）、
各
種
契
約
書

と
内
容
証
明
郵
便
の
作
成
、
法
人
設
立
、

建
設
業
、
風
俗
営
業
な
ど
各
種
許
認
可
申

請※�

内
容
に
よ
り
、
後
日
事
務
所
に
て
面
談

で
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
合
せ
・
電
話
相
談
】

　
千
葉
県
行
政
書
士
会　
長
夷
支
部　

　
相
談
員　
行
政
書
士 

廣
沢
千
聡

　
☎（
36
）３
７
５
１

　
「
千
葉
い
の
ち
の
電
話
」は
自
殺
予
防

の
た
め
、
裾
野
の
広
い
自
殺
予
防
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
傾
聴
を
基

本
の
姿
勢
と
し
て
、
時
に
は
自
殺
ま
で
思

慮
す
る
ほ
ど
の
精
神
的
危
機
に
あ
る
人
に

の
た
め
、
表
に
該
当
す
る
項
目
が
あ
る
方

は
、
町
の
集
団
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
方
は
、
胃

の
検
診
に
つ
い
て
主
治
医
と
よ
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
検
診
を
延
期
ま
た
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

寄
り
添
い
、
対
等
な
人
間
と
し
て
か
か
わ

り
を
持
ち
支
え
合
う
相
談
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
３４
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
員
を
募
集
し
ま
す
。
い
の
ち
の
電
話
の

活
動
に
関
心
を
持
ち
、
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　
①
年
齢
20
歳
以
上（
令
和
４
年
４
月
現
在
）

　
②
資
格
・
経
験
不
問

　
③�

基
礎
研
修
講
座
と
宿
泊
研
修
に
出
席

で
き
る
こ
と

◆
研
修
期
間　

�

令
和
４
年
10
月
～
令
和
６

年
２
月

◆
受
講
料　
有
料

◆
申
込
締
切　
９
月
９
日（
金
）当
日
消
印
有
効

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

社
会
福
祉
法
人　
千
葉
い
の
ち
の
電
話　

事
務
局（
月
～
金　
９
時
～
１７
時
）

　
☎
０
４
３（
２
２
２
）４
４
１
６

　
　
０
４
３（
２
２
７
）６
９
１
１

〔胃がん検診安全基準〕　以下の方は町での集団
検診を受けられません
① 現在妊娠中の方、またその疑いがある方
② バリウム製剤に対し過敏症の既往歴のある
方

③ 過去 2か月以内に大腸ポリープを切除され
た方

④ 過去 1年以内に開腹手術や整形外科の手術
をされた方

⑤ 過去 1年以内に心筋梗塞や脳梗塞を発症し
たことのある方

⑥ 腸閉塞の既往のある方
⑦ 1年以内に憩室炎と診断され治療をうけた
ことがある方

⑧ 便秘症で 3日以上排便がない方
⑨ 腎臓病（人工透析）などで水分制限を受け
ている方

⑩ 自力で立位を保持することや、撮影台の手
すりを自分でつかむことが困難な方

⑪ ペースメーカー使用の方で主治医の確認が
ない方

⑫ 普段から食べ物や飲み物が飲み込みにく
い、むせやすい方
以前にバリウムの誤嚥があった方

⑬ 体重 120ｋｇ以上の方

胃
が
ん
検
診
を
安
全
に
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

暮
ら
し
の
手
続
き

�

電
話
相
談
会

「
千
葉
い
の
ち
の
電
話
」
第
㉞
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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町
内
に
あ
る
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク

ラ
ブ
で
は
一
緒
に
働
い
て
い
た
だ
け
る

補
助
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
勤
務
時
間

・
学
校
登
校
日

　
午
後
２
時
30
分
～
６
時

・
長
期
休
業
日

　
午
前
８
時
～
午
後
１
時

　
午
後
１
時
～
６
時　

※
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
週
３
日
程
度

◆
勤
務
条
件

・
時
給　
９
６
０
円
～

※
社
会
保
険
の
加
入
な
し

◆
勤
務
内
容

・
長
期
休
業
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち
の
保
育

　

�（
遊
び
や
生
活
を
通
し
た
児
童
の
健

全
育
成
の
た
め
の
生
活
指
導
）

・
子
ど
も
た
ち
の
使
用
す
る
場
所
の
清
掃

・
保
育
日
誌
や
出
席
簿
の
記
入
な
ど
の
事
務

◆
応
募
資
格

・
子
育
て
支
援
に
熱
意
の
あ
る
方

　

�（
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
を
お

持
ち
の
方
、教
員
・
保
育
士
資
格
を
お

持
ち
の
方
は
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
勤
務
場
所

・
一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
一
宮
小
学
校
内
）

・
東
浪
見
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
東
浪
見
小
学
校
内
）

◆
申
込
方
法

・�

履
歴
書
に
写
真
添
付
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　

子
育
て
支
援
課　
☎（
42
）１
４
１
５

　

病
気
や
け
が
に
よ
る
手
術
な
ど
の
際

に
は
、
輸
血
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
血
液
は
未
だ
人
工
的
に
作
る
こ

と
や
長
期
の
保
存
が
で
き
ず
、
輸
血
に

必
要
な
血
液
の
確
保
は「
献
血
」に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
気
や
け
が

な
ど
で
輸
血
が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
尊

い
生
命
を
救
う
た
め
、「
献
血
」の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

16
歳
～
69
歳（
た
だ
し
、
65
歳
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
に
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
る
）の

う
ち
、
当
日
の
問
診
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
た
採
血
基
準
に
適
合
す
る
方

◆
と　
き　
７
月
29
日（
金
）

　
受
付　
午
前
10
時
か
ら
11
時
45
分

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
４
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　

福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

　

５
月
３
日
、
松
子
の
田
ん
ぼ
で
、
古

代
米（
緑
米
）の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
大
勢
で
集
ま
っ
て
田
植
え
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
は
状
況
が
少
し
改
善
し
た
の
で
、
子

ど
も
会
も
参
加
し
て
賑
や
か
な
田
植

え
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
中
心
と

な
っ
て
田
植
え
を
し
た
田
ん
ぼ
で
は
、

30
セ
ン
チ
お
き
に
印
を
つ
け
た
ロ
ー
プ

を
少
し
ず
つ
動
か
し
な
が
ら
、
一
歩
一

歩
前
に
進
ん
で
苗
を
植
え
て
行
き
ま

す
。
気
が
つ
く
と
あ
っ
と
い
う
間
に
田

植
え
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
田
植
え
の
終
わ
っ
た
初
夏
の
田
ん
ぼ

に
は
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
や

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
声
が
響
き
ま
す
。
松

子
川
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
の
光
が
輝
く
の
も
あ
と
少
し
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
増
田　
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
小
池　
☎
０
７
０（
４
０
２
７
）７
０
９
８

　

�Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
会
員
募
集
中
！

学
童
保
育
補
助
員
募
集

あ
な
た
が
届
け
る
命
の
バ
ト
ン

�
～
献
血
の
お
願
い
～

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

『
松
子
の
田
ん
ぼ
の
田
植
え
』

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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税
務
職
員
は
、
国
税
局
や
税
務
署
に
お

い
て
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

法
律
・
経
済
・
会
計
な
ど
の
専
門
知
識

を
駆
使
し
て
適
正
な
課
税
を
維
持
し
、
ま

た
、
租
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
の
事
務

を
行
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

１　

�

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者（
平
成
31
年

４
月
１
日
以
降
に
卒
業
し
た
者
）お

よ
び
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

２　

�

人
事
院
が
右
記
１
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

◆
申
込
手
続

１　
申
込
方
法

　
　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み（
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
専
用
ア
ド

レ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

２　
受
付
期
間

　
　

�

６
月
20
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
29
日

（
水
）［
受
信
有
効
］

３　
受
験
案
内
交
付
期
間

　
　
６
月
29
日（
水
）ま
で

　
　

�（
土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
を
除
く
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
）

４　
受
験
案
内
交
付
場
所

　
　

�

東
京
国
税
局
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務

署
も
し
く
は
人
事
院
各
地
方
事
務
局

（
所
）

　
　

�

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
試
験
日

　
第
１
次
試
験
：
９
月
４
日（
日
）

　

�

第
２
次
試
験
：
10
月
12
日（
水
）か
ら
21
日�

（
金
）の
期
間
内
で
指
定
さ
れ
た
日
時

【
問
合
せ
】

　
東
京
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課
試
験
係

　
☎
０
３（
３
５
４
２
）２
１
１
１　
内
線
２
１
６
２

人
事
院
で
は
、
30
歳
以
上
の
社
会
人
経

験
者
を
対
象
と
し
た「
国
税
庁
経
験
者
採

用
試
験（
国
税
調
査
官
級
）」を
実
施
し
て

い
ま
す
。な
お
、採
用
後
は
、税
務
大
学
校

に
お
い
て
約
３
か
月
の
研
修
後
、
各
国
税

局（
国
税
事
務
所
）が
管
轄
す
る
税
務
署
に

配
属
さ
れ
、国
税
調
査
官
ま
た
は
国
税
徴

収
官
に
任
用
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
概
要

　

７
月
以
降
に
人
事
院
お
よ
び
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

【
問
合
せ
】

　
東
京
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課
試
験
係

　
☎
０
３（
３
５
４
２
）２
１
１
１　
内
線
２
１
６
２

そ　う　だ　ん　ご　と
人 権 行 政 相 談
◆と　き　7月7日（木）
　　　　　�午後1時30分から

4時
◆ところ　�保健センター
　　　　　小会議室
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要
【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

弁護士による法律相談
◆と　き　7月19日（火）

午後１時30分
から３時30分

◆ところ　��保健センター
　　　　　小会議室
◆対　象　町内在住または在勤の方
※要予約　１人20分

【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

町 長 室 開 放 日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・
意見など「生の声」を直接町長
がお聴きします。
◆と　き　7月14日（木）
　　　　　午後１時30分から5時
※要予約　１人30分

【問合せ】
　企画広報課　☎ （42）2113

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止する場合は、町ホームページでお知らせします。

これは有料広告です 東京国税局ホームページ
「採用関係お役立ちリンク集」

２
０
２
２
年
度
税
務
職
員
募
集

２
０
２
２
年
度
国
税
庁
経
験
者

（
国
税
調
査
官
級
）
募
集
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あなたの就職をサポートします！
ポリテクセンター君津　受講生募集のお知らせ

ポリテクセンター君津は国が設置・運営する公共職業訓練施設です。
求職者の方々が再就職に必要となる専門的な知識や技能を習得するための職業訓練を行っています。

募 集 科 ① CAD／機械加工科９月生（６か月訓練）
② 産業機械オペレーション科９月生（４か月訓練）

内　　容 ① 金属加工の仕事に必要なCADソフト・工作機械の使い方を無料で学びます。
② 荷役機械・建設機械に関する８つの資格が無料で取得できます。

募集締切 ７月 21日（木）
対　　象 離転職中および離転職を考えている方
場　　所 ポリテクセンター君津（君津市坂田４２８）
見学会日時 6月 21日（火）13：00～ 16：00
申 込 先 TEL : 0439（57）6313（訓練課）

募集中のコースにつきましてはHPをご参照ください。
https://www3.jeed.go.jp/kimitsu/poly/

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
子
育
て
の
負
担
の

増
加
や
収
入
の
減
少
、
食
費
な
ど
の
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
大
き
な
困
難
が
生

じ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、「
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
①�

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
る
方

　
②�

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
令

和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が

全
額
停
止
さ
れ
て
い
る
方

　
③�

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

は
受
給
し
て
い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

◆
給
付
額

　
児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

◆
申
請
・
支
給
方
法

　

�

①
に
該
当
す
る
方
は
申
請
不
要
で
、
６

月
29
日
に
支
給
し
ま
す
。

　

�

②
、
③
に
該
当
す
る
方
は
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課　
☎（
42
）１
４
１
５

HP twitter

自　衛　官　等　募　集
防衛省・自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日（期間） 合格発表 入隊（校） 待遇・その他

航空学生
（パイロット）

（海）高卒 (見込含）
　　23歳未満
（空）高卒 (見込含）
　　21歳未満

７月１日～９月８日

１次試験：９月19日 １次合格：
10月 7日

令和5年
３月下旬～
４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉（幹
部自衛官）

２次試験：10月15日～20日
２次合格：
（海）11月9日
（空)11月4日

３次試験：
（海）11月18日～12月14日
（空）11月12日～12月15日

最終合格：
令和5年１月17日

一般曹候補生 18歳以上
33歳未満 ７月１日～９月５日

１次試験：９月15日～18日
のうち指定される１日

１次合格：
10月 3日 令和5年

３月下旬～
４月上旬

※上記ほか
に設定する
場合があり
ます。

入隊後２年９か月
経過以降選考によ
り３等陸・海・空
曹２次試験：10月8日～23日

のうち指定される１日
最終合格：
11月 15日

自衛官候補生 18歳以上
33歳未満

年間を通じて
行っています。
（令和5年３月高等
学校等卒業予定者
は７月１日～）

受付時にお知らせします。 試験後にお知ら
せします。

所用の教育を経
て、３か月後に２
等陸・海・空士

※　詳しくは自衛隊茂原地域事務所までお問い合わせください。
　　自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）
　　☎（25）0452　　茂原市町保３－ 217　シティビル２階

ひ
と
り
親
世
帯
に
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
支
給
（
国
制
度
）
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お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子の皆
さんを対象に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一
緒に参加しませんか？お気軽にお申し込みください。（新型コロナウイル
ス感染拡大防止などの理由により中止する場合があります。）

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

映画会
親子でいらっしゃいませんか？
◆と　き　７月20日（水）
　　　　　午前10時から
◆内　容
　『わたしのワンピース』ほか

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　7月1日（金）
　　　　　午前10時から正午
※要予約（月〜金曜日）

園庭開放
　町内４か所の保育施設で園庭を開
放しています。詳しくは各施設にお
問い合わせください。

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をします。
子ども達は絵本が大好きです。絵
本は子どもの成長には欠かせないも
のです。『小さい頃に見た絵本は一
生の宝物。』
【7 月のテーマ】

『夏がきた』
ギラギラした太陽、青い空。暑い夏
がやってきます！海、プール、夏祭り、
花火など…夏は楽しいことがいっぱ
い！
今月はそんなワクワクするような
夏の絵本をたくさん集めてみました。
ぜひ、はらっぱ文庫に探しに来てくだ
さい。
◆と　き　午前９時から午後４時
　（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
　（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所
　　　　　親子教室「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。
◆と　き　7月5日（火）５組
　　　　　7月19日（火）５組
　　　　　午前10時から11時
　　　　　（午前9時45分から受付）
◆と　き　『水であそぼう』
※要予約（月〜金曜日）
※駐車場10台可能
※�お申込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
入園前の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。
園庭で遊んだり、園児と交流したりできます。ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。

開館時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント（要予約）
◆リトミック
　7月19日（火）午前10時から　
※イベント参加申込みはQRコードからご予約ください。感染状況により中止する場合があります。

【問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（40）1033

子育て支援室「しおかぜ」
東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。絵本
やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
◆「おもちゃのひろば：おもちゃ美術館がやってくる」　7月13日（水）　午前10時30分から正午
　東京おもちゃ美術館のグッドトイで遊びましょう！
　おもちゃコンサルタントがいろいろな遊び方を教えてくれます。
　※お弁当の持参も大歓迎です。
　※要予約

【イベントに関する問合せ】 Mommy way たまひよ部　　☎050（3577）1335
　　　　　　　　　　　　　www.mommyway.net/free/tamahiyo

【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　　☎（36）7726

イベント申込みはこちら

ブログはこちら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

17 広報2022.6



●�高齢者の介護に関する相談やお困りのことがありましたら、地域包括支援センターにお気軽に
ご相談ください。� 【相談・問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人数制限をしています。ご希望に添えない場合もあ
りますのでご了承ください。

新型コロナウイルス感染拡大により私たちの生活様式・状況は大きく変わりました。コロナ禍
で外出する機会や他人との交流も減り、家に居る時間が増えています。
家で動かないことで体力の低下にも繋がり、怪我や転倒のリスクが増加します。気軽に身体を動
かせる「ミニデイサービス」を利用して、みんなでお喋りしながら一緒に体操をして楽しい時間を
過ごしませんか。

・介護認定を受けるほどではないが、デイサービスのような運動ができるところに通いたい…。
・どんな運動をすればいいのか分からない、１人で続けられるか不安…。
・交通手段がなくて地域の教室に参加できない…。
・家にこもりがちで一日中1人でいることが多い…。　などの方にはおすすめです。

　希望者にはご自宅まで送迎します。専門の介護予防運動指導士などが丁寧に運動を教えてく
れ、看護師も常駐しているので簡単な体調面の相談もできます。
　コツコツ毎日続けることにより筋力維持に繋がり健康増進にもなります。みんなで健康維持
増進を目指しましょう！

・65歳以上の方で基本チェックリスト該当者
・（要介護認定）要支援１．２の方
※対象かどうかご不明の場合は、下記までお問い合わせください。
※�現在町では2か所ミニデイサービスの場所を設けています。時間
帯や曜日などご自身の予定に合わせて選択してください。（基本的
に選択した所に継続して通っていただきます。）

★楽トレ倶楽部★
内　容：軽運動・ストレッチ
日　時：週１回（金曜日）
　　　　9：30～ 10：30
場所：�フィットネス・エクスプレス3030一宮

（白山7-2）
参加費：１回　200円

★はつらつ教室★
内　容： 軽運動・ストレッチ
日　時：週１回（火曜日）
午前の教室： 9：30～ 11：30
午後の教室：13：30～ 15：30
場所：保健センター
参加費：１回　200円

今回は「ミニデイサービス」についてのお話です。

すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

◇こんな方におすすめ！

◇対象者
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保健センターだより

健康への意識が高まり、健康寿命の延伸を目的に、「健康ポイント事業」を実施しま
す。運動や健診の受診など、健康づくりに取り組むことでポイントを獲得し、５０ ポイン
ト以上たまると、県内の協賛店でサービスが受けられる「ち～バリュ～カード」を交付
します。ポイント事業に参加して、ご自身の健康づくりにお役立てください。

【対　象】18歳以上の町民の方
【実施期間】　
　令和５年３月31日（金）まで

【参加方法】
　ステップ１　申請用台紙をもらいましょう！
　　　　　　　　福祉健康課（保健センター）窓口で配布しています。
　ステップ２　ポイントをためましょう！
　　　　　　　　�ポイント対象事業に参加したり、健康のために取り組む目標を自分

で申請用台紙に記載し、実行することでポイントがたまります。
　ステップ３　「ち～バリュ～カード」と交換しましょう！
　　　　　　　　�50ポイント以上たまると、交換することができます。ポイントの交換

は、年度内にひとり１回限りです。
※協賛店やサービスの内容は、ホームページ（https://chi-value.com）をご覧ください。

主なポイント付与対象の取り組み
　１．健康チャレンジメニュー　
　　健康目標の３か月継続達成で、１０ポイント
　　（健康目標の例）○朝食を抜かない。　○毎日、ラジオ体操を行なう。
	 ○毎日、8,000歩以上歩く　など
　２．イベントメニュー　
　　特定健診、人間ドック、職場健診などの受診で、各10ポイント
　　介護予防教室、糖尿病予防教室などの各種教室への参加で、各10ポイント
　　献血（保健センター実施分）で、20ポイント
　　その他、公民館活動に参加などで、10ポイント
　　詳しくは、福祉健康課までお問い合わせください。　☎（40）1055

元気ちば！健康チャレンジ事業『ち～バリューの店』に協賛していただけるお店
を募集します。
協賛していただけるお店は、千葉県健康福祉部健康づくり支援課までご連絡ください。
☎043（223）2661

～　皆さんの健康づくりを応援します　～

健康ポイント事業のお知らせ
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【問合せ・予約受付】地域包括支援センター　☎（40）1055
＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

脳いきいき教室（認知症予防教室）を開催します！

【会場】保健センター・【定員】15名
日　程 内　容 時　間 予約開始日

7月12日（火） 簡易認知症機能検査
ストレッチ・コグニサイズなど 9：30～ 11：30

6月28日（火）
7月26日（火） ストレッチ・筋力トレーニング、コグニサイズ・歩行

運動など 9：30～ 11：30

☆認知症の理解と予防を目的とした教室を開催します。
☆『誰でも』、『気軽に』、『毎日できる』脳を元気にするための生活の工夫やトレーニングを一緒に学びませんか？
☆定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受付ます。（次回8月開催予定）
☆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止する場合があります。

～対象者～
・65歳以上　・下記のチェックリスト項目で1点以上の方
・下記のチェックリストが0点でも認知症予防に興味のある方　・2日間の日程で両日参加できる方

　　　◇◇認知症予防のチェックリスト◇◇
①周りの人から『いつも同じことを聞く』など物忘れがあると言われていますか？� はい（1点）・いいえ（0点）
②自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか？� はい（0点）・いいえ（1点）
③今日は何月何日か分からない時がありますか？� はい（1点）・いいえ（0点）

※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～
書　籍　名 著　　者 出　版　社 出 版 年

夏の体温 瀬尾まいこ 双葉社 2022年

燕は戻ってこない 桐野夏生 集英社 2022年

霧をはらう 雫井脩介 幻冬舎 2021年

母を燃やす アヴニ・ドーシ 早川書房 2022年

ぼく　モグラ　キツネ　馬 チャーリー・マッケジー 飛鳥新社 2020年

スマホ危機 石川結貴 文藝春秋 2021年

踏切の世界 CHOKKY 天夢人 2021年

ほか
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☆３密を避けるため、対象地区の教室のみご参加ください。また、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止する場合があります。

7月　けんこう運動教室の日程

※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

教室名 対象者 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日
けんこう運動教室

【会場】
保健センター

【対象】
65歳以上

1～ 17区・ 船�
頭給・新地・海
岸・宮原・新浜
（一宮住所）

4日（月）
慢性痛予防
と介護予防
体操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

6月27日（月）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

14日（木） 筋力バランス
アップ体操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

7月7日（木）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

28日（木） ニコニコ体操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

7月21日（木）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

東浪見
けんこう運動教室
【会場】
東浪見
コミュニティセンター
【対象】
65歳以上

東浪見地区・新
浜（東浪見住所） 1日（金） 元気アップ体操

10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 6月24日（金）

21日（木） 音楽療法 10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 7月14日（木）

保健センター
7 月 の行事

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期または中止する場合がありま
す。詳しくは福祉健康課にお問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 1日（金）
20日（水） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

親子ふれあい教室（予約制） 19日（火）
9：30～ 10：30 あそびの教室（定員10人）

1歳児（きょうだいの参加不可）と保護者

10：45～ 11：45 あそびの教室（定員10人）
0歳児（きょうだいの参加不可）と保護者

乳 児 相 談 22日（金） 対象者には別途通知します。

あ そ び の 広 場
4日（月）・5日（火）・6日（水）・7日（木）・8日（金）・11日（月）�
12日（火）・13日（水）・14日（木）・15日（金）・21日（木）�
25日（月）・26日（火）・27日（水）・28日（木）・29日（金）

9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

献 血 29日（金） 10：00～ 11：45
13：00～ 16：00 希望者（ご協力をお願いします）

【今月の検診】

胃 が ん 検 診
6日（水）
7日（木）
8日（金）

対象：40歳以上の男女
内容：�バリウムによるレ

ントゲン撮影

検診の通知は
①�令和4年4月1日現在40歳の方
②過去３年間の検診で１回以上受診をした方
③今年度の検診の申込みをした方に送付します。
①～③以外の方で、受診をご希望の場は保健セン
ターまでお問い合わせください。

骨粗しょう症予防検診 26日（火）
27日（水）

内容：�超音波による骨
密度測定および
結果説明

令和4年4月1日現在で20歳、25歳、30歳、
35歳、40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65
歳、70歳の女性にお知らせします。
詳細は保健センターまでお問い合わせください。

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

21 広報2022.6

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報



ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00 ～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ
するか、長生郡市広域市町村圏組合（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

当

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2022

いちのみや 77
※カレンダーは 7 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

子育て相談室「コアラ組」

3 4 5 6 7 8 9
親子教室「ひよこ組」 人権行政相談

当 長生八積医院
☎（32）3282

10 11 12 13 14 15 16
活性肥料の無料配付

（場所：�北部クリーン　）�クリーンプラント

町長室開放日

当 長生診療所
☎（32）3303

17 18 19 20 21 22 23
法律相談
親子教室「ひよこ組」

小中学校終業式 文化財講座

当 よねもと整形外科
☎（40）1065

当 長 島 医 院
☎（42）8800

24 25 26 27 28 29 30
当 いちのみやクリニック
☎（42）1616

心配ごと相談

31
当 K・Iクリニック
☎（42）7575

まちの図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

3 コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

期日までに納めましょう。 ☎（24）1010
診療科目：内科・小児科
受付時間：
� 19：45～22：45
茂原市八千代1-5-4
� （中央消防署裏）
テレフォン案内
	 ☎（24）1011
� （19時～翌朝6時）

♯７００９
医療機関を受診するか�
救急車を呼ぶか迷った�
ときにご相談ください。
平日・土曜日
　18時～翌朝6時
日曜・祝日
　9時～翌朝6時
ダイヤル回線　
� ☎03（6735）8305

♯８０００
お子さんの急な病気で
心配なとき、看護師や�
小児科医が電話でアド
バイスします。

毎日
19時～翌朝6時

ダイヤル回線　
� ☎043（242）9939

今月の納期 夜間急病診療所 救急安心電話相談 こども急病電話相談

固 定 資 産 税（第２期）
国民健康保険税（第１期）
介 護 保 険 料（第１期）
後期高齢者医療保険料（第１期）

8月1日（月）

まちの図書室休
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